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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 9月 28日 (2005.9.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ ａ ） 着 用 者 の 鼻 お よ び 口 を 少 な く と も 覆 う よ う に フ ィ ッ ト し て 、 着 用 時 に 内 部 気 体 空
間 が 作 ら れ る 本 体 と 、
　 （ ｂ ） 前 記 内 部 気 体 空 間 と 流 体 連 通 す る 呼 気 弁 と を 有 し 、 前 記 呼 気 弁 が 、
　 （ ｉ ） 封 止 表 面 と 呼 気 が 通 過 し て 前 記 内 部 気 体 空 間 を 残 す オ リ フ ィ ス と を 有 す る 弁 シ ー
ト と 、
　 （ ｉ ｉ ） 前 記 弁 シ ー ト に 装 着 さ れ て 、 前 記 弁 を 閉 位 置 に し た と き に 前 記 封 止 表 面 と 接 触
し 、 か つ 前 記 フ ラ ッ プ は 呼 気 中 に 前 記 封 止 表 面 か ら 離 れ て 曲 が り 、 呼 気 が 前 記 オ リ フ ィ ス
を 通 過 し て 最 終 的 に 外 部 気 体 空 間 に 入 る 可 撓 性 フ ラ ッ プ と を 含 み 、 前 記 可 撓 性 フ ラ ッ プ が
少 な く と も 第 １ お よ び 第 ２ の 並 置 層 を 含 み 、 前 記 層 の 少 な く と も 一 方 の 層 が 他 方 の 層 よ り
硬 い 、 ま た は 前 記 層 の 少 な く と も 一 方 の 弾 性 率 が 他 方 の 層 よ り 大 き い ろ 過 フ ェ イ ス マ ス ク
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 層 が そ れ ぞ れ 異 な る 弾 性 率 を 有 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 材 料 を 含 む
請 求 項 １ に 記 載 の ろ 過 フ ェ イ ス マ ス ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ ラ ッ プ が 前 記 封 止 表 面 に 対 し て 配 置 さ れ て い る と き 、 前 記 第 １ の 層 が 前 記 第 ２ の
層 よ り も 前 記 封 止 表 面 近 く に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ の 層 の 弾 性 率 が 前 記 第 １ の 層 よ り
大 き い 請 求 項 ２ に 記 載 の ろ 過 フ ェ イ ス マ ス ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ ラ ッ プ が 前 記 封 止 表 面 に 対 し て 配 置 さ れ て い る と き 、 前 記 第 １ の 層 が 前 記 封 止 表
面 と 接 触 し て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の ろ 過 フ ェ イ ス マ ス ク 。
【 請 求 項 ５ 】



　 前 記 呼 気 弁 が 前 記 マ ス ク 本 体 に 装 着 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ろ 過 フ ェ イ ス マ ス ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ろ 過 材 料 層 を 含 む 流 体 透 過 性 マ ス ク 本 体 を 有 す る 負 圧 ハ ー フ マ ス ク で あ る 請 求 項 １ に 記
載 の ろ 過 フ ェ イ ス マ ス ク 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 呼 気 弁 が フ ラ ッ パ 型 の 呼 気 弁 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の ろ 過 フ ェ イ ス マ ス ク 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 フ ラ ッ パ 型 の 呼 気 弁 が 平 ら な 封 止 表 面 を 有 し て い る 請 求 項 ７ に 記 載 の ろ 過 フ ェ イ ス
マ ス ク 。
【 請 求 項 ９ 】
　 中 立 条 件 下 で は 前 記 可 撓 性 フ ラ ッ プ が 前 記 封 止 表 面 に 対 し て プ レ ス さ れ て い な い 請 求 項
８ に 記 載 の ろ 過 フ ェ イ ス マ ス ク 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 可 撓 性 フ ラ ッ プ が 前 記 第 １ の 層 と 実 質 的 に 同 じ 剛 性 を 有 す る 第 ３ の 層 を 含 ん で い る
請 求 項 １ に 記 載 の ろ 過 フ ェ イ ス マ ス ク 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 可 撓 性 フ ラ ッ プ が 前 記 第 ２ の 層 に 対 し て 対 称 性 を 示 し 、 前 記 第 ２ の 層 が 前 記 第 １ お
よ び 第 ３ の 層 よ り 硬 い 請 求 項 １ ０ に 記 載 の ろ 過 フ ェ イ ス マ ス ク 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ の 層 の 弾 性 率 が 前 記 第 １ の 層 よ り 大 き く 、 前 記 フ ラ ッ プ が 前 記 封 止 表 面 に 対 し
て 配 置 さ れ て い る と き 、 前 記 第 １ の 層 が 前 記 封 止 表 面 と 接 触 し て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ろ
過 フ ェ イ ス マ ス ク 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ の 層 の 弾 性 率 が 好 ま し く は 約 ０ ． １ ５ ～ １ ０ メ ガ パ ス カ ル で あ り 、 前 記 第 ２ の
層 の 弾 性 率 が 約 ２ ～ １ ． １ × １ ０ ６ メ ガ パ ス カ ル で あ る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の ろ 過 フ ェ イ ス
マ ス ク 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の 層 の 弾 性 率 が 好 ま し く は 約 １ ～ ７ メ ガ パ ス カ ル で あ り 、 前 記 第 ２ の 層 の 弾 性
率 が 約 ２ ０ ０ ～ １ １ ， ０ ０ ０ メ ガ パ ス カ ル で あ る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の ろ 過 フ ェ イ ス マ ス ク
。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ２ の 層 が 前 記 第 １ の
層 よ り 硬 く 、 前 記 第 １ の 層 と 第 ２ の 層 の 弾 性 率 比 が ０ ． ０ １ 未 満 で あ り 、

で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の ろ 過 フ ェ イ ス マ ス ク 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 で あ
る 請 求 項 ３ に 記 載 の ろ 過 フ ェ イ ス マ ス ク 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　
　

【 請 求 項 １ ８ 】
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前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 層 が 両 方 と も ポ リ マ ー 材 料 を 含 有 し 、
前 記 可 撓 性 フ ラ

ッ プ の 厚 さ が 約 ２ ０ ～ ７ ０ ０ μ ｍ

第 １ の 層 の 厚 さ が 約 ５ ～ ７ ０ ０ μ ｍ 、 前 記 第 ２ の 層 の 厚 さ が 約 ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ

（ ｉ ） 封 止 表 面 と 流 体 が 通 過 す る オ リ フ ィ ス と を 有 す る 弁 シ ー ト と 、
（ ｉ ｉ ） 前 記 弁 シ ー ト に 装 着 さ れ た 可 撓 性 フ ラ ッ プ と を 含 み 、 前 記 弁 を 閉 位 置 に し た と

き に 前 記 フ ラ ッ プ が 前 記 封 止 表 面 と 接 触 し 、 呼 気 流 れ が 前 記 弁 を 通 過 し た と き に 前 記 フ ラ
ッ プ が 前 記 封 止 表 面 か ら 離 れ る こ と が で き 、 前 記 可 撓 性 フ ラ ッ プ が 少 な く と も 第 １ お よ び
第 ２ の 並 置 層 を 含 み 、 前 記 フ ラ ッ プ が 開 閉 時 に 曲 が り 、 前 記 層 の 少 な く と も 一 方 の 層 が 他
方 の 層 よ り 硬 い 、 ま た は 前 記 層 の 少 な く と も 一 方 の 弾 性 率 が 他 方 の 層 よ り 大 き い 呼 気 弁 。

前 記 弁 が 閉 じ て い る と き に 、 前 記 第 １ の 層 が 前 記 第 ２ の 層 よ り も 前 記 封 止 表 面 近 く に 配
置 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ の 層 が 前 記 第 １ の 層 よ り 硬 い 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 吸 気 弁 。
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